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(57)【要約】
【課題】機能ユニットの無駄な電力消費を抑制でき、か
つ、使用者にとって使い勝手のよい浴室システムを提供
することを目的とする。
【解決手段】浴室及び洗面所の少なくともいずれかに設
けられる複数の機能ユニットと、複数の機能ユニットを
動作させるリモコンと、を備え、複数の機能ユニットは
、リモコンと有線接続され、リモコンに電源を供給する
メイン機能ユニットと、メイン機能ユニットと異なる箇
所から電源が供給されるサブ機能ユニットと、を有し、
サブ機能ユニットは、リモコンの運転開始信号に基づい
て動作を開始し、動作開始から所定時間経過後に停止す
る自動停止運転のみを実行することを特徴とする浴室シ
ステムが提供される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴室及び洗面所の少なくともいずれかに設けられる複数の機能ユニットと、
　前記複数の機能ユニットを動作させるリモコンと、を備え、
　前記複数の機能ユニットは、前記リモコンと有線接続され、前記リモコンに電源を供給
するメイン機能ユニットと、
　前記メイン機能ユニットと異なる箇所から電源が供給されるサブ機能ユニットと、を有
し、
　前記サブ機能ユニットは、前記リモコンの運転開始信号に基づいて動作を開始し、動作
開始から所定時間経過後に停止する自動停止運転のみを実行することを特徴とする浴室シ
ステム。
【請求項２】
　前記サブ機能ユニットは、前記自動停止運転を実行中に、前記リモコンからの制御信号
を受信すると、前記所定時間のカウントをリセットすることを特徴とする請求項１記載の
浴室システム。
【請求項３】
　前記サブ機能ユニットは、暖房機能を有することを特徴とする請求項１または請求項２
のいずれかに記載の浴室システム。
【請求項４】
　前記サブ機能ユニットは、掃除機能を有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれ
かに記載の浴室システム。
【請求項５】
　前記サブ機能ユニットは、換気機能を有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
かに記載の浴室システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の態様は、一般的に、浴室システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、浴室や洗面所等で使用される複数の機能ユニットを１つの共通のリモコンで操作
可能なように構成された浴室システムが知られている。（特許文献１）
　これにより、複数の機能ユニットに対して、それぞれリモコンを設けることが不要とな
り、使用者の使い勝手を向上させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３７４２２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような浴室システムでは、リモコンは、所定の機能ユニットと有線接続され、その
有線接続された所定の機能ユニットから電源が供給されるようになっている。
　しかしながら、例えば、リモコンへ電源供給する所定の機能ユニットのブレーカが落ち
、リモコンへの電源供給が断たれると、リモコンが操作不能となる。その場合、使用者は
、リモコンを使い、所定の機能ユニット以外の動作中の機能ユニットを停止させることが
できず、無駄な電力が消費される恐れがある。
　この問題を解決するため、使用者が停止させたい機能ユニットを直接操作し、機能ユニ
ットの動作を停止させることも考えられる。しかし、機能ユニットは、浴室や洗面所等の
天井及び天井付近の壁面に設置される。そのため、使用者が機能ユニットを直接操作する
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ことは、使用者にとって大きな負荷になる恐れがある。
【０００５】
　本発明は、かかる課題の認識に基づいてなされたものであり、機能ユニットの無駄な電
力消費を抑制でき、かつ、使用者にとって使い勝手のよい浴室システムを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明は、浴室及び洗面所の少なくともいずれかに設けられる複数の機能ユニット
と、前記複数の機能ユニットを動作させるリモコンと、を備え、前記複数の機能ユニット
は、前記リモコンと有線接続され、前記リモコンに電源を供給するメイン機能ユニットと
、前記メイン機能ユニットと異なる箇所から電源が供給されるサブ機能ユニットと、を有
し、前記サブ機能ユニットは、前記リモコンの運転開始信号に基づいて動作を開始し、動
作開始から所定時間経過後に停止する自動停止運転のみを実行することを特徴とする浴室
システムである。
【０００７】
　この浴室システムによれば、例えば、メイン機能ユニットのブレーカが落ち、リモコン
が操作不能になった場合であっても、サブ機能ユニットは動作開始から所定時間後に必ず
停止するため、無駄な電力消費を抑制することができる。
　また、リモコンが操作不能になった場合に、サブ機能ユニットを停止させるために、使
用者が、浴室または洗面所に設けられたサブ機能ユニットを直接操作する必要もないため
、使用者にとって使い勝手がよい。
【０００８】
　第２の発明は、第１の発明において、前記サブ機能ユニットは、前記自動停止運転を実
行中に、前記リモコンからの制御信号を受信すると、前記所定時間のカウントをリセット
することを特徴とする浴室システムである。
【０００９】
　この浴室システムによれば、例えば、使用者がサブ機能ユニットの運転開始後に、設定
変更等を行った場合、所定時間のカウントがリセットされ、カウントが再開される。その
ため、使用者による設定変更の後、使用者の意図に反して、直ぐにサブ機能ユニットの動
作が停止してしまうことを抑制することができ、使用者にとって使い勝手がよい。
【００１０】
　第３の発明は、第１または第２の発明において、前記サブ機能ユニットは、暖房機能を
有することを特徴とする浴室システムである。
【００１１】
　この浴室システムによれば、暖房機能は消費電力が大きい。そのため、動作開始から所
定時間後に必ず停止することで、大幅な消費電力の抑制を実現できる。
【００１２】
　第４の発明は、第１乃至第３いずれかの発明において、前記サブ機能ユニットは、掃除
機能を有することを特徴とする浴室システムである。
【００１３】
　この浴室システムによれば、掃除機能が動作開始から所定時間後に必ず停止するため、
無駄な電力消費を抑制することができる。
【００１４】
　第５の発明は、第１乃至第４いずれかの発明において、前記サブ機能ユニットは、換気
機能を有することを特徴とする浴室システムである。
【００１５】
　この浴室システムによれば、換気機能は、長時間動作させることが多く、使用者は停止
操作を忘れやすい。使用者が停止操作を忘れた場合であっても、サブ機能ユニットは、所
定時間後に停止するため、必要以上に換気動作が継続せず、使用者にとって使い勝手がよ
い。
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【発明の効果】
【００１６】
　本発明の態様によれば、機能ユニットの無駄な電力消費を抑制でき、かつ、使用者にと
って使い勝手のよい浴室システムが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施形態に係る浴室システムを例示する斜視図である。
【図２】実施形態に係る通信ハブを例示する斜視図である。
【図３】実施形態に係る浴室システムを例示するブロック図である。
【図４】実施形態に係る浴室システムを例示するブロック図である。
【図５】実施形態に係るサブ機能ユニットの動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、実施形態について図面を参照しつつ説明する。なお、各図面中、同様の構成要素
には同一の符号を付して詳細な説明は適宜省略する。
　図１は、実施形態に係る浴室システムを例示する斜視図である。
　図１に示すように、実施形態に係る浴室システム１０は、第１～第４機能ユニット２１
～２４と、リモコン３０と、通信ハブ４０と、第１配線５１～５４と、第２配線６０と、
を有する。
【００１９】
　浴室システム１０は、例えば、浴室１００及び洗面所１１０に設けられる。浴室１００
は、建築の浴室部１０５に設けられる。浴室１００は、例えば、浴槽、洗い場床、壁パネ
ル、及び天井パネルなどをユニット化した、いわゆるユニットバスやシステムバスである
。浴室１００の天井には、天井裏１０２に通じる点検口１０４が設けられている。洗面所
１１０は、浴室部１０５に隣接する建築の洗面室部１１５に設けられる。洗面所１１０は
、例えば、脱衣所であってもよい。
　なお、第１機能ユニット２１には、ブレーカ（不図示）から電源が供給されており、第
２～第４機能ユニット２２～２４には、第１機能ユニット２１とは異なるブレーカ（不図
示）から電源が供給されている。
【００２０】
　第１～第４機能ユニット２１～２４は、それぞれ、浴室１００及び洗面所１１０の少な
くともいずれかに設けられる。第１～第４機能ユニット２１～２４は、例えば、浴室用の
空調機器、浴槽掃除機器、浴室用の床掃除機器、洗面所用の空調機器、給湯器、浴槽の排
水栓、浴室の照明、マッサージ機器、及び吐水装置などを含む。この例では、第１機能ユ
ニット２１は、浴室用の空調機器である。第２機能ユニット２２は、浴槽掃除機器である
。第３機能ユニット２３は、浴室用の床掃除機器である。第４機能ユニット２４は、洗面
所用の空調機器である。
【００２１】
　浴室用の空調機器は、例えば、浴室１００の天井に設けられる。浴室用の空調機器は、
例えば、温風を吹き出して浴室１００内を暖める暖房機能、風（例えば温風）を吹き出し
て浴室１００内に吊るされた衣類等を乾燥させる乾燥機能、及び浴室１００内を換気する
換気機能の少なくともいずれかを有する。浴室用の空調機器は、例えば浴室換気暖房乾燥
機である。浴室用の空調機器は、換気扇でもよい。
【００２２】
　浴槽掃除機器は、例えば、浴室１００の内部に設けられた浴槽（不図示）内に設けられ
る。浴槽掃除機器は、例えば、浴槽の内壁に洗剤や水（湯）を散布する機器である。浴室
用の床掃除機器は、例えば、浴室１００の床（洗い場）に水や除菌水等を散布する機器で
ある。
【００２３】
　洗面所用の空調機器は、例えば、洗面所１１０の壁面の上部に設けられる。洗面所用の
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空調機器は、例えば、温風を吹き出して洗面所１１０内を暖める暖房機能を有する。洗面
所用の空調機器は、換気扇でもよい。
【００２４】
　給湯器は、例えば浴室１００の外部に設けられ、浴槽や浴室１００内の水栓装置に湯を
供給する。排水栓は、浴槽に設けられる。排水栓が開くことで、浴槽内の水や湯が排出さ
れる。照明は、浴室１００の例えば天井等に設けられる照明である。マッサージ機器は、
例えば浴槽に設けられ、浴槽内の水（湯）に泡を発生させる気泡発生装置である。または
、マッサージ機器は、浴槽内に水流を発生させる水流発生装置である。吐水装置は、例え
ば、浴槽内の使用者の肩に向けて湯を吐出する肩湯である。
【００２５】
　第１～第４機能ユニット２１～２４は、それぞれ、第１～第４機能ユニット２１～２４
の動作を制御するための第１～第４制御部２１ａ～２４ａを有する。この例では、第１～
第３制御部２１ａ～２３ａは、それぞれ、浴室１００の天井裏１０２に設けられている。
第４制御部２４ａは、洗面所１１０の壁面の上部に設けられた第４機能ユニット２４（洗
面所用の空調機器）の筐体の内部に設けられている。なお、図１では、第１～第３機能ユ
ニット２１～２３の位置を、第１～第３制御部２１ａ～２３ａで示しているが、第１～第
３機能ユニット２１～２３の動作する本体は、浴室１００内に設けられてもよい。
【００２６】
　リモコン３０は、第１～第４機能ユニット２１～２４を動作させるリモコンである。リ
モコン３０は、例えば、洗面所１１０（脱衣所）の壁面に設けられる。リモコン３０は、
通信ハブ４０を介して、第１～第４機能ユニット２１～２４の第１～第４制御部２１ａ～
２４ａと接続されている。使用者は、リモコン３０を操作することにより、第１～第４機
能ユニット２１～２４の動作を操作することができる。
【００２７】
　リモコン３０は、例えば、操作部３２と、制御部３４と、表示部３６と、を有する。制
御部３４は、操作部３２及び表示部３６と接続されている。操作部３２は、例えば、使用
者が操作可能なボタンなどである。制御部３４は、操作部３２における使用者の操作に応
じて、第１～第４機能ユニット２１～２４の第１～第４制御部２１ａ～２４ａに制御信号
を送信する。表示部３６は、例えば、制御部３４からの信号に応じて、第１～第４機能ユ
ニット２１～２４の動作状態などを表示する。なお、表示部３６は、ＬＥＤの点灯及び消
灯などで第１～第４機能ユニット２１～２４の動作状態などを表示してもよいし、液晶画
面などに第１～第４機能ユニット２１～２４の動作状態などを表示してもよい。
【００２８】
　通信ハブ４０は、第１～第４機能ユニット２１～２４とリモコン３０との間に設けられ
る。この例では、通信ハブ４０は、浴室１００の天井裏１０２に設けられている。通信ハ
ブ４０は、第１制御部２１ａ、第２制御部２１ｂ、及び第３制御部２１ｃよりも天井裏１
０２の中央側に設けられている。
【００２９】
　第１配線５１～５４は、それぞれ、第１～第４機能ユニット２１～２４と通信ハブ４０
とを接続する。より具体的には、第１配線５１～５４は、それぞれ、第１～第４機能ユニ
ット２１～２４の第１～第４制御部２１ａ～２４ａと通信ハブ４０とを接続する。つまり
、第１配線５１～５４の一端は、それぞれ、第１～第４機能ユニット２１～２４の第１～
第４制御部２１ａ～２４ａに接続される。第１配線５１～５４の他端は、それぞれ、通信
ハブ４０に接続される。第１配線５１～５４は、浴室１００の天井裏１０２において、互
いに重ならないように配置される。また、第１配線５１～５４は、第２配線６０と重なら
ないように配置される。
【００３０】
　第２配線６０は、通信ハブ４０とリモコン３０とを接続する。より具体的には、第２配
線６０は、通信ハブ４０とリモコン３０の制御部３４とを接続する。つまり、第２配線６
０の一端は、通信ハブ４０に接続される。第２配線６０の他端は、リモコン３０の制御部
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３４に接続される。第２配線６０は、浴室１００の天井裏１０２から、浴室１００と浴室
部１０５との間を通って、リモコン３０の背面側（洗面所１１０の壁の裏側）からリモコ
ン３０に接続される。第２配線６０は、浴室１００の天井裏１０２において、第１配線５
１～５４と重ならないように配置される。
【００３１】
　図２は、実施形態に係る通信ハブを例示する斜視図である。
　図２に示すように、通信ハブ４０は、ケース４６と、第１接続コネクタ部４１～４４と
、第２接続コネクタ部４５と、を有する。
【００３２】
　ケース４６は、通信ハブ４０の筐体である。ケース４６は、例えば、略直方体状である
。通信ハブ４０は、例えば、ケース４６の下面を浴室１００の天井裏１０２に向けて配置
される。ケース４６の下面は、例えば、天井裏１０２に固定される。
【００３３】
　第１接続コネクタ部４１～４４は、第１配線５１～５４を接続するための接続部である
。換言すれば、第１接続コネクタ部４１～４４は、第１～第４機能ユニット２１～２４の
第１～第４制御部２１ａ～２４ａと通信ハブ４０とを接続するための接続部である。第１
接続コネクタ部４１～４４は、例えば、ケース４６の上面及び４つの側面のうちいずれか
の面に設けられる。この例では、第１接続コネクタ部４１～４４は、ケース４６の側面の
１つに設けられている。
【００３４】
　第１接続コネクタ部４１～４４のそれぞれは、図１に示すように、例えば、浴室１００
の天井に設けられた点検口１０４に向けて設けられる。換言すれば、通信ハブ４０は、第
１接続コネクタ部４１～４４が点検口１０４に向くように浴室１００の天井裏１０２に配
置される。
【００３５】
　また、通信ハブ４０は、第１接続コネクタ部４１と他の第１接続コネクタ部４２～４４
とを区別可能にしている。通信ハブ４０は、例えば、第１接続コネクタ部４１と他の第１
接続コネクタ部４２～４４とを区別可能にする標識部４７を有する。標識部４７は、例え
ば、ケース４６に表示される文字やイラストなどである。標識部４７は、第１接続コネク
タ部４１の色が他の第１接続コネクタ部４２～４４の色と異なっていることを含む。なお
、通信ハブ４０には、第１接続コネクタ部４１～４４のそれぞれを区別可能な標識部４７
が設けられていてもよい。
【００３６】
　第２接続コネクタ部４５は、第２配線６０を接続するための接続部である。換言すれば
、第２接続コネクタ部４５は、リモコン３０と通信ハブ４０とを接続するための接続部で
ある。第２接続コネクタ部４５は、例えば、ケース４６の上面及び４つの側面のうちいず
れかの面に設けられる。この例では、第２接続コネクタ部４５は、ケース４６の側面の１
つに設けられている。また、この例では、第２接続コネクタ部４５は、第１接続コネクタ
部４１～４４が設けられた面と同じ面に設けられている。つまり、第２接続コネクタ部４
５は、第１接続コネクタ部４１～４４と同じ方向に向けて設けられている。
【００３７】
　また、この例では、第２接続コネクタ部４５は、横方向に一列に並ぶように配置された
第１接続コネクタ部４１～４４に並ぶように配置されている。第２接続コネクタ部４５の
配置は、これに限定されず、任意の配置とすることができる。なお、通信ハブ４０には、
第２接続コネクタ部４５と第１接続コネクタ部４１～４４とを区別可能な標識部が設けら
れていてもよい。また、第２接続コネクタ部４５の形状を第１接続コネクタ部４１～４４
の形状と異なるものにすることで、第２接続コネクタ部４５と第１接続コネクタ部４１～
４４とを区別することもできる。
【００３８】
　なお、第１接続コネクタ部及び第２接続コネクタ部の数は、それぞれ、任意の数とする
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ことができる。第１接続コネクタ部の数は、接続する機能ユニットの数に応じて適宜選択
すればよい。第２接続コネクタ部の数は、例えば、１つである。
【００３９】
　図３は、実施形態に係る浴室システムを例示するブロック図である。
　図３に示すように、第１～第４機能ユニット２１～２４は、通信ハブ４０を介して、リ
モコン３０と接続されている。より具体的には、第１～第４機能ユニット２１～２４の第
１～第４制御部２１ａ～２４ａは、それぞれ、第１配線５１～５４を介して、通信ハブ４
０の第１接続コネクタ部４１～４４に接続されている。そして、リモコン３０の制御部３
４は、第２配線６０を介して、通信ハブ４０の第２接続コネクタ部４５に接続されている
。
【００４０】
　リモコン３０の制御部３４は、リモコン３０の操作部３２及び表示部３６と接続されて
いる。使用者がリモコン３０の操作部３２を操作すると、リモコン３０の制御部３４から
、第１～第４機能ユニット２１～２４の第１～第４制御部２１ａ～２４ａに対して、信号
Ｓ１が送信される。信号Ｓ１は、第１～第４制御部２１ａ～２４ａの少なくともいずれか
に対する制御信号を含む。信号Ｓ１は、共通制御信号である。
【００４１】
　信号Ｓ１は、通信ハブ４０を通じて、第１～第４制御部２１ａ～２４ａのそれぞれに送
信される。換言すれば、例えば、第１制御部２１ａに対する制御信号（第１機能ユニット
２１を動作させるための制御信号）が、第１制御部２１ａだけでなく、第２～第４制御部
２２ａ～２４ａにも送信される。第１～第４制御部２１ａ～２４ａのそれぞれは、信号Ｓ
１に応じて、第１～第４機能ユニット２１～２４の動作を制御する。
【００４２】
　このとき、例えば、第１～第４制御部２１ａ～２４ａのそれぞれは、信号Ｓ１に自身が
制御する機能ユニットを動作させるための制御信号が含まれるか否かを判断する。例えば
、信号Ｓ１が第１制御部２１ａに対する制御信号である場合、第１制御部２１ａは、信号
Ｓ１に第１機能ユニット２１を動作させるための制御信号が含まれると判断し、第１機能
ユニット２１を動作させる。一方、第２～第４制御部２２ａ～２４ａは、信号Ｓ１に第２
～第４機能ユニット２２～２４を動作させるための制御信号が含まれないと判断し、第２
～第４機能ユニット２２～２４を動作させない。
【００４３】
　また、第１～第４制御部２１ａ～２４ａのそれぞれは、例えば、信号Ｓ１を受け取った
後、リモコン３０の制御部３４に対して、信号Ｓ２を送信する。信号Ｓ２は、例えば、第
１～第４機能ユニット２１～２４の少なくともいずれかの動作状態についての信号を含む
。
【００４４】
　信号Ｓ２は、通信ハブ４０を通じて、リモコン３０の制御部３４に送信される。このと
き、例えば、第１制御部２１ａからの信号Ｓ２（第１機能ユニット２１の動作状態につい
ての信号）が、リモコン３０の制御部３４だけでなく、第２～第４制御部２２ａ～２４ａ
にも送信される。リモコン３０の制御部３４は、例えば、信号Ｓ２に応じて、リモコン３
０の表示部３６に第１機能ユニット２１の動作状態を表示する。
【００４５】
　このように、通信ハブ４０は、リモコン３０の制御部３４と第１～第４機能ユニット２
１～２４の第１～第４制御部２１ａ～２４ａとを接続し、リモコン３０の制御部３４と第
１～第４機能ユニット２１～２４の第１～第４制御部２１ａ～２４ａとの間の信号Ｓ１及
びＳ２による通信を仲介する。一方で、通信ハブ４０は、例えば、リモコン３０の制御部
３４及び第１～第４制御部２１ａ～２４ａの制御には関与しない。
【００４６】
　なお、第１配線５１～５４の少なくとも１つの長さＤ１は、例えば、第２配線６０の長
さＤ２よりも短い。
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【００４７】
　図４は、実施形態に係る浴室システムを例示するブロック図である。
　図４に示すように、第１～第４制御部２１ａ～２４ａと通信ハブ４０とを接続する第１
配線５１～５４、及び通信ハブ４０とリモコン３０の制御部３４とを接続する第２配線６
０は、３芯のケーブルである。３芯のケーブルは、例えば、２本の電源線７０ａ及び７０
ｂと、１本の信号線７２と、を有する。例えば、電源線７０ａは、高電位側であり、電源
線７０ｂは、低電位側（例えば、グランド）である。
【００４８】
　第１～第４機能ユニット２１～２４の１つは、通信ハブ４０を通じて、リモコン３０に
電源を供給可能である。この例では、第１機能ユニット２１が、通信ハブ４０を通じて、
リモコン３０に電源を供給している。第１機能ユニット２１とリモコン３０とは、導通さ
れている。これにより、第１機能ユニット２１からリモコン３０に、例えば、ＤＣ１２Ｖ
の電源が供給される。
【００４９】
　一方、第２～第４機能ユニット２２～２４とリモコン３０とは、電気的に絶縁されてい
る。より具体的には、第２～第４機能ユニット２２～２４とリモコン３０との間には、絶
縁部４８ａ～４８ｃが設けられている。絶縁部４８ａ～４８ｃは、第２～第４機能ユニッ
ト２２～２４とリモコン３０とを電気的に絶縁した状態で、信号Ｓ１及び信号Ｓ２の送受
信が可能に構成される。
【００５０】
　絶縁部４８ａ～４８ｃは、例えば、フォトカプラを有する。この例では、第２～第４機
能ユニット２２～２４とリモコン３０との間で双方向に通信するために、絶縁部４８ａ～
４８ｃは、それぞれ２組のフォトカプラを有する。２組のフォトカプラのうちリモコン３
０側の発光素子及び受光素子には、第１配線５１を介して、第１機能ユニット２１から電
源が供給される。２組のフォトカプラのうち第２～第４機能ユニット２２～２４側の発光
素子及び受光素子には、第１配線５２～５４を介して、第２～第４機能ユニット２２～２
４から電源が供給される。これらにより、第２～第４機能ユニット２２～２４とリモコン
３０とを電気的に絶縁した状態で、信号Ｓ１及び信号Ｓ２の送受信をすることができる。
【００５１】
　なお、本実施形態において、通信ハブ４０を介して、第１～第４機能ユニット２１～２
４と、リモコン３０とが、第１配線５１～５４及び第２配線６０で接続されているが、通
信ハブ４０を介さず、第１～第４機能ユニット２１～２４とリモコン３０とを配線で接続
するようにしてもよい。
　この場合も、第１機能ユニット２１とリモコン３０とを導通した状態で、信号Ｓ１及び
信号Ｓ２の送受信が可能に構成される。一方、第２～第４機能ユニット２２～２４とリモ
コン３０とを電気的に絶縁した状態で、信号Ｓ１及び信号Ｓ２の送受信が可能に構成され
る。
【００５２】
　ここで、本実施形態において、第１機能ユニット２１がメイン機能ユニットであり、第
２～第４機能ユニット２２～２４がサブ機能ユニットである。
　第２～第４機能ユニット２２～２４の第２～第４制御部２２ａ～２４ａは、リモコン３
０より機能ユニットを動作開始させるための制御信号（運転開始信号）を受信した際、リ
モコン３０の機能ユニットを動作開始させるための制御信号（運転開始信号）に基づいて
動作を開始し、動作開始から所定時間経過後に停止する自動停止運転のみを実行する。つ
まり、第２～第４機能ユニット２２～２４（サブ機能ユニット）は、運転中に、リモコン
３０より機能ユニットを動作停止させるための制御信号（運転停止信号）の受信の有無に
かかわらず、動作開始から所定時間経過後に必ず停止する。制御の詳細については、後述
する。
【００５３】
　次に、図５を用いて、サブ機能ユニットの動作を示す。
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　図５は、サブ機能ユニットの動作を示すフローチャートである。
　なお、図５において、リモコン３０に電源を供給していない第４機能ユニット２４の動
作を示すが、リモコン３０に電源を供給していない第２機能ユニット２２及び第３機能ユ
ニット２３も同様の動作を実行する。
【００５４】
　まず、処理Ｄ１において、リモコン３０から運転開始信号を受信すると、第４制御部２
４ａは、第４機能ユニット２４の動作を開始させる。そして、処理Ｄ２において、第４制
御部２４ａは、第４機能ユニット２４の動作開始からの時間ｔの計測を開始し、処理Ｄ３
に進む。
【００５５】
　次に、処理Ｄ３では、第４制御部２４ａは、動作開始後のリモコン３０から第４機能ユ
ニット２４を動作させるための制御信号の受信の有無を判断する。
【００５６】
　処理Ｄ３において、リモコン３０から第４機能ユニット２４を動作させるための制御信
号を受信した場合（処理Ｄ３、Ｙｅｓ）、第４制御部２４ａは、処理Ｄ４にて、時間ｔを
リセットし、時間ｔを改めて計測開始する。そして、第４制御部２４ａは、処理Ｄ４の実
行後、処理Ｄ３に戻る。
【００５７】
　一方、処理Ｄ３において、リモコン３０から第４機能ユニット２４を動作させるための
制御信号を受信していない場合（処理Ｄ３、Ｎо）、第４制御部２４ａは、処理Ｄ５にて
、第４機能ユニット２４が動作開始から所定時間経過したかを確認するため、時間ｔと規
定時間Ｔを比較する。
　なお、規定時間Ｔは２から３時間で設定され、第４制御部２４ａに記憶されている。
【００５８】
　処理Ｄ５において、時間ｔ≧規定時間Ｔの場合（処理Ｄ５、Ｙｅｓ）、第４制御部２４
ａは、処理Ｄ６の処理を実行する。
　一方、処理Ｄ５において、時間ｔ＜規定時間Ｔの場合（処理Ｄ５、Ｎо）、第４制御部
２４ａは、処理Ｄ３に戻り、処理を実行する。
【００５９】
　処理Ｄ６では、第４制御部２４ａは、第４機能ユニット２４で動作を停止させる。そし
て、処理Ｄ７に進み、第４制御部２４ａでの自動停止運転の動作処理が終了する。
【００６０】
　このように、第４機能ユニット２４は、リモコン３０の運転開始信号に基づいて動作を
開始し、動作開始から所定時間経過後に停止する自動停止運転のみを実行する。
　なお、動作開始から所定時間経過後に停止する自動停止運転は、運転開始から所定の一
連の動作が終了すると自動で運転が停止するようなものであってもよい。
【００６１】
　以上、説明したように、実施形態においては、第２～第４機能ユニット２２～２４（サ
ブ機能ユニット）は、リモコン３０の運転開始信号に基づいて動作を開始し、動作開始か
ら所定時間経過後に停止する自動停止運転のみを実行する。これにより、例えば、第１機
能ユニット２１（メイン機能ユニット）のブレーカが落ち、リモコンが操作不能になった
場合であっても、第２～第４機能ユニット２２～２４（サブ機能ユニット）は動作開始か
ら所定時間後に必ず停止するため、無駄な電力消費を抑制することができる。
　また、リモコン３０が操作不能になった場合に、第２～第４機能ユニット２２～２４（
サブ機能ユニット）を停止させるために、使用者が、浴室または洗面所に設けられた第２
～第４機能ユニット２２～２４（サブ機能ユニット）を直接操作する必要もないため、使
用者にとって使い勝手がよい。
【００６２】
　また、実施形態においては、第２～第４機能ユニット２２～２４（サブ機能ユニット）
は、自動停止運転を実行中に、リモコン３０からの制御信号を受信すると、所定時間のカ
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ニット２２～２４（サブ機能ユニット）の設定変更等を行った場合、所定時間のカウント
がリセットされ、カウントが再開される。そのため、使用者による設定変更の後、使用者
の意図に反して、直ぐに第２～第４機能ユニット２２～２４（サブ機能ユニット）の動作
が停止してしまうことを抑制することができ、使用者にとって使い勝手がよい。
【００６３】
　また、実施形態においては、第４機能ユニット２４（サブ機能ユニット）は、暖房機能
を有する。これによれば、暖房機能は消費電力が大きい。そのため、動作開始から所定時
間後に必ず停止することで、大幅な消費電力の抑制を実現できる。
【００６４】
　また、実施形態においては、第２機能ユニット２２（サブ機能ユニット）は、掃除機能
を有する。これにより、掃除機能が動作開始から所定時間後に必ず停止するため、無駄な
電力消費を抑制することができる。
【００６５】
　なお、本実施形態において、第２～第４機能ユニット２２～２４のいずれかからリモコ
ン３０に、例えば、ＤＣ１２Ｖの電源が供給され、第１機能ユニット２１及び残りの、第
２～第４機能ユニット２２～２４とリモコン３０とは、電気的に絶縁されるようにしても
よい。
　その場合、リモコン３０にＤＣ１２Ｖの電源を供給する第２～第４機能ユニット２２～
２４のいずれかがメイン機能ユニットであり、第１機能ユニット２１及び残りの、第２～
第４機能ユニット２２～２４がサブ機能ユニットとなる。
　ここで、換気機能は、長時間動作させることが多く、使用者は停止操作を忘れやすい。
　第１機能ユニット２１（サブ機能ユニット）が浴室用の空調機器であり、浴室１００内
を換気する換気機能を有する場合、使用者が停止操作を忘れた場合であっても、第１機能
ユニット２１（サブ機能ユニット）は、所定時間後に停止するため、必要以上に換気機能
が継続せず、使用者にとって使い勝手がよい。
【００６６】
　以上、本発明の実施形態について説明した。しかし、本発明はこれらの記述に限定され
るものではない。前述の実施形態に関して、当業者が適宜設計変更を加えたものも、本発
明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。例えば、浴室システムなどが備
える各要素の形状、寸法、材質、配置などは、例示したものに限定されるわけではなく適
宜変更することができる。
　また、前述した実施形態が備える各要素は、技術的に可能な限りにおいて組み合わせる
ことができ、これらを組み合わせたものも本発明の特徴を含む限り本発明の範囲に包含さ
れる。
【符号の説明】
【００６７】
　１０、１１ 浴室システム、　２１～２４ 第１～第４機能ユニット、　２１ａ～２４ａ
第１～第４制御部、　３０ リモコン、　３２ 操作部、　３４ 制御部、　３６ 表示部、
　４０ 通信ハブ、　４１～４４ 第１接続コネクタ部、　４５ 第２接続コネクタ部、　
４６ ケース、　４７ 標識部、　４８ａ～４８ｃ 絶縁部、　５１～５４ 第１配線、　６
０ 第２配線、　７０ａ、７０ｂ 電源線、　７２ 信号線、　１００ 浴室、　１０２天井
裏、　１０４ 点検口、　１０５ 浴室部、　１１０ 洗面所、　１１５ 洗面室部、　Ｄ１
、Ｄ２ 長さ、　Ｓ１、Ｓ２ 信号
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